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User’s Guide  

AC/DC Converter 

非絶縁降圧型 PWM 方式 2.6 W 13 V 出⼒ 
BM2P139TF 評価ボード 
BM2P139TF-EVK-001  

BM2P139TF-EVK-001評価ボードは、90 〜 264 Vacの⼊⼒から13 Vの電圧を出⼒します。出⼒電流は最⼤0.2 Aを供給します。650 V 

MOSFET内蔵PWM方式DC/DCコンバータICのBM2P139TFを使用しています。 
BM2P139TFは、650 V耐圧起動回路内蔵により、低消費電⼒に貢献します。電流検出抵抗を内蔵し、⼩型電源設計を実現しています。 
電流モード制御を用いているため、サイクルごとに電流制限がかけられ、帯域幅と過渡応答にすぐれた性能を発揮します。スイッチング周波数は 
固定方式で100 kHzです。軽負荷時には、周波数低減を⾏い、⾼効率を実現します。周波数ホッピング機能を内蔵しており、低EMIに貢献 
します。低オン抵抗9.5 Ω・650 V耐圧MOSFETを内蔵しており、低消費電⼒、設計容易化に貢献します。 
 
 
 
 
 
 

Figure 1. BM2P139TF-EVK-001 

 

性能仕様 

これは代表値であり、特性を保証するものではありません。特に指定がない場合は、VIN = 230 Vac, IOUT = 150 mA, Ta = 25 °C 

Parameter Min Typ Max Units Conditions 

⼊⼒電圧範囲 90 230 264 Vac  

⼊⼒周波数 47 50/60 63 Hz  

出⼒電圧 11.7 13.0 14.3 V  

最⼤電⼒ - - 2.6 W IOUT = 200 mA 

出⼒電流範囲(Note 1) 2 150 200 mA  

待機電⼒ - 33 - mW IOUT = 0 A 

電源効率 - 79.1 - %  

出⼒リップル電圧(Note 2) - 34 - mVpp  

動作温度範囲 -10 +25 +65 °C  

 (Note 1) 部品表⾯温度が 105 °C 以上にならないよう、負荷印加時間を調整してください。 

(Note 2) スパイクノイズを含みません。 
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動作手順 

1. 必要な機器 
(1) 90 〜 264 Vac、10 W 以上の AC 電源 
(2) 最⼤ 0.2 A の負荷 
(3) DC 電圧計 

2. 機器を接続 
(1) AC 電源を 90 〜 264 Vac にプリセットして、電源出⼒を OFF にします。 
(2) 負荷を 0.2 A 以下に設定して、負荷を無効にします。 
(3) 電源の N 端子を CN1 ③: AC(N)端子へ、L 端子を④: AC(L)端子へ、一対のワイヤで接続します。 
(4) 負荷の正端子を VOUT 端子へ、負端子を GND 端子へ、一対のワイヤで接続します。 
(5) ⼊⼒電圧測定用に AC 電⼒計を AC 電源へ接続します。 
(6) 出⼒電圧測定用に DC 電圧計の正端子を VOUT へ、負端子を GND へ接続します。 
(7) AC 電源の出⼒を ON にします。 
(8) DC 電圧計の表示が 13 V であることを確認します。 
(9) 負荷を有効にします。 
(10) ワイヤの抵抗により電圧降下（損失）が発⽣していないか、DC 電圧計で確認します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2. 接続図 
 

ディレーティング 

本評価ボードは、最⼤電⼒ Po は 2.6 W です。また、下図に示すディレーティング曲線を示します。40 °C 以上の⾼温時、 
ディレーティング曲線を超える負荷電⼒を印加する場合は、部品表⾯温度が 105 °C を超えないよう、負荷電流時間を調整してください。 

 
Figure 3. ディレーティング 
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アプリケーション回路 
VIN = 90 ~ 264 Vac, VOUT = 13 V 

 

Figure 4. BM2P139TF-EVK-001 アプリケーション回路 

 

BM2P139TF は、フォトカプラレスタイプの非絶縁方式を採用し、VCC 電圧が 13.0 V typ.になるようにフィードバックします。ここでの VCC 電圧
は、VCC 端子と GND_IC 端子間の電圧を意味します。 

出⼒電圧 VOUT は下記の式で定義されます。 

 

VOUT = ���	 + ���
 − ���� 

 

VCNT:VCC コントロール電圧 

VFD1:ダイオード D1 の順方向電圧 

VFD2:ダイオード D2 の順方向電圧 

 
Figure 5. 一般的な Buck コンバータ アプリケーション回路 

 

上図にあるような一般的な Buck コンバータと⽐較して、フィードバック回路が不要なため、部品点数が少なくなります。 

但し、フィードバックしている VCC 電圧と出⼒電圧は異なるため、軽負荷時には出⼒電圧が持ち上がることがあります。その場合は、出⼒端子に
抵抗をつけて、出⼒電圧を下げてください。 
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BM2P139TF 概要 

特徴 

� PWM 周波数=100kHz  

� PWM カレントモード方式 

� 周波数ホッピング機能内蔵 

� 軽負荷時バースト動作 

� 650V 起動回路内蔵 

� 650V スイッチング MOSFET 内蔵 

� VCC 端子 低電圧保護 

� VCC 端子 過電圧保護 

� サイクルごとの過電流リミッタ機能 

� ソフトスタート機能 

 

 

重要特性 

� 動作電源電圧範囲:         VCC: 10.60 V ~ 14.05 V 

 DRAIN:          ~ 650 V 

� 通常動作時電流:  0.85 mA(Typ) 

� バースト動作電流:                   0.45 mA(Typ) 

� 発振周波数:                       100 kHz(Typ) 

� 動作温度範囲: -40 °C ~ +105 °C 

� MOSFET Ron: 9.5 Ω (Typ.) 

 

アプリケーション 

LED 照明, エアコン, 掃除機等の家電製品

パッケージ                W(Typ) x D(Typ) x H(Typ) 

SOP-J8 5.00 mm x 6.20 mm x 1.71 mm 

  Pitch 1.27 mm 

 

 

 

 

                            Figure 6. SOP8 Package 

 (※) 製品構造：シリコンモノシリック集積回路 耐放射線設計はしておりません 

 (※) 印加電圧及び動作温度範囲などの絶対最⼤定格を超えた場合は、劣化または破壊に⾄る可能性があります。また、 

ショートモードもしくはオープンモードは破壊状態を想定できません。絶対最⼤定格を超えるような特殊モードが想定される場合、 

ヒューズなど物理的な安全対策を施していただくようご検討お願いします。 

 

Table 1. BM2P139TF ピン配置 

No. Name I/O Function 
ESD Diode  

VCC GND 

1 VCC I 電源端子 - ✔ 

2 - - - - - 
3 - - - - - 

4 DRAIN I/O MOSFET ドレイン端子 - ✔ 

5 - - - - - 
6 -. - - - - 

7 GND_IC I/O GND 端子 ✔ - 

8 -. - - - - 
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設計概要 

1 重要パラメータ  
� VIN : ⼊⼒電圧範囲 AC 90 V ~ 264 Vac (DC 100 V ~ 380 V) 

� VOUT : 出⼒電圧 DC 13 V 

� IOUT(Typ) : 定常出⼒電流 0.15 A 

� IOUT(Max) : 最⼤出⼒電流 0.20 A 

� fSW : スイッチング周波数 Min:94 kHz, Typ:100 kHz, Max:106 kHz 

� Ipeak(Min) : 過電流検出電流 Min:0.395 A, Typ:0.450 A, Max:0.505A 

 
2 コイルの選定 

2.1 インダクタの算出 
スイッチング動作モードはなるべく不連続モード（DCM）になるように L 値を決定します。連続モード（CCM）の場合、ダイオードの trr 間
の逆電流が流れる為、ダイオードの損失増加を招きます。さらにこの逆電流は、MOSFET の ON 時のピーク電流となり、MOSFET の損失
も増加します。定常の負荷電流時に、臨界モード（BCM）になるような L 値を計算します。 

定常の負荷電流 IOUT(Typ): 0.15A とし、インダクタに流れるピーク電流 IP は、 

 
������� = ���	����� × 2 = 0.3    [A] 

 

⼊⼒電圧が低下時に、連続モード（CCM）になりやすい。⼊⼒電圧の 

最⼩電圧 VIN(Min) = 100 Vdc の条件で計算します。出⼒電圧 

VOUT:13 V とダイオードの VF:1 V から、Duty の最⼤値:Duty(Max)を 

計算します。 

 

Duty�%&'� = ���	 + �(
�)���*+�  

Figure 7. 臨界モード時のコイル電流波形 
スイッチング周波数の最⼩値 fSW (Min) = 94 kHz から、 
オン時間 ton(Max)を計算します。 

 

ton��&'� = �./0�123�
456�178� = 1.49    [µsec] 

 
不連続モードで動作するための、L 値を算出します。 

 

L < ton��&'� × >?@�178�A>BCD
)E 	= 431.9    [µH] 

 

ここで、L 値は汎用性を考慮して、暫定で 330 μH を選択します。 
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2.1 インダクタの算出 – 続き 
 

また、過電流検出が、最⼤負荷電流 IOUT:200 mA 以上になるように L 値を算出します。過電流検出は、スイッチング周波数の最⼩値
fSW(Min) = 94 kHz で、連続モードで動作している時の MOSFET に流れる電流で算出する。MOSFET に流れる電流（ ≠ スイッチング
ON 時のコイル電流）が、過電流検出電流の最⼩値 Ipeak (Min): 0.395 A を超えることで、MOSFET を OFF にします。約 tdly = 0.1 

µsec の遅延が⽣じるため、実際には、Ipeak 値を超えて、ピーク電流は、Ip となります。ピーク電流 Ip は、スイッチング ON 時の電流傾きを
∆IL とします。 

 

Figure 8. 過電流検出時のコイル波形（不連続モード時） 

 

過電流検出時のピーク電流 Ip は、 

 
�� = ��GHI��*+� + ∆�K × LMN� 

 

�� = ��GHI��*+� + >?@�178�A>BCD
K × LMN� = 421.4 [mA] 

 
不連続モード(DCM)と仮定した場合の、スイッチング ON 時間:ton、OFF 時間:toff は、 

 

L���O��� = )E×K
>?@�178�A>BCD = 1.60 [µsec] 

 

L����O��� = )E×K
>BCDQ>R = 9.93 [µsec]  

 
L���O��� + L����O��� = 11.53 [µsec]  

 

ON 時間と OFF 時間の合計が、スイッチングの周期:10.64 µsec 以上であるため、過電流検出時は、連続モード（CCM）となります。 

連続モード（CCM)の場合の、過電流検出時の電流:IOUT(LIM)は、 

 

���	�T��� = �� − �>BCDQ>R�×�>?@�178�A>BCD�

×>?@�178�×456×K = 225.1 [mA] 

 

過電流検出電流の最⼩値が、225.1 mA と、最⼤負荷電流 200mA 以上であることが確認できました。 

  



 

7/16 

© 2018 ROHM Co., Ltd. No. 60UG071J Rev.003 

2018.03

User’s Guide  BM2P139TF-EVK-001 

2 コイルの選定– 続き 
 

2.2 インダクタ電流の算出 
インダクタの最⼤ピーク電流を算出します。ピーク電流が最⼤となる条件は、⼊⼒電圧が最⼤電圧 VIN(Max):380 V、最⼤負荷電流
Io(Max):0.20 A で、スイッチング周波数が最⼤ 106 kHz の時になります。 

コイルのピーク電流 Ip は、以下の式となります。 

 

�� = U
×)B×�>?@�123�A>B�×�>BQ>R�
�56�123�×K×�>?@Q>R� = 393  [mA] 

 
となり、許容電流 0.393 A 以上のコイルを選定します。 

 

今回は、インダクタンス値:330 µH, 許容電流:0.65 A 品を使用しています。 

 

ラジアルインダクタ（閉磁路タイプ）  Size Φ7.8 mm x 7.5 mm 

製品名： 744 731 331 

 

製造元：Wurth Electronix 

 

3 ダイオードの選定 
3.1 フライホイールダイオード：D1 

フライホイールダイオードは、⾼速ダイオード（ファーストリカバリーダイオード）を使用します。ダイオードに印加される逆電圧は、起動時の出
⼒電圧が 0 V の時で、VIN(Max):380 V である。ディレーティングを確保し、600 V 耐圧品を選択します。 

ダイオードの実効電流が最⼤となる条件は、⼊⼒電圧が最⼤電圧 VIN(Max):380 V、最⼤負荷電流 Io(Max):0.20 A で、スイッチング周
波数が最⼩ 94 kHz の時になります。 

 

OVL� = >BCDQ>R
>?@�123� = 3.7    [%] 

 

ダイオードの平均電流 ID は、ピーク電流 IP:0.393 A から、 

 

���X%Y� = �� × U�A�./0
Z = 0.222    [A] 

 
定格電流 0.222 A 以上を選択します。 

実際には、基板実装し、部品の発熱を考慮し、0.8 A / 600 V 品の RFN1LAM6S を使用しています。 

 

3.2 VCC 整流ダイオード：D2  

VCC に供給するダイオードは、整流ダイオードを使用します。ダイオードに印加される逆電圧は、VIN(Max):380 V である。ディレーティングを 

確保し、600 V 耐圧品を選択します。IC に流れる電流は、⼗分⼩さいため、0.2 A / 600 V 品の RRE02VSM6S を使用しています。 
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設計概要 – 続き 

 
4 コンデンサの選定 

4.1 ⼊⼒コンデンサ：C1 

⼊⼒コンデンサは、⼊⼒電圧 VI と出⼒電⼒ POUT で決定します。目安として、90 ~ 264 Vac の⼊⼒電圧の場合、2 x POUT [W] µF。 

176 ~ 264 Vac の場合、1 x POUT [W] µF とします。出⼒電⼒ POUT=2.6 W であるので、目安 5.2 µF で、4.7 µF / 400 V を使用して
います。 

 

4.2 VCC コンデンサ：C3 

VCC コンデンサ C3 は、IC を安定に動作させるためと、出⼒電圧を安定してフィードバックするのに必要です。耐圧 25 V 以上で、 

1.0 µF ~ 4.7 µF を推奨します。1 µF / 50 V を使用しています。 

 

4.3 出⼒コンデンサ：C2, C4 

出⼒コンデンサは、出⼒電圧 VO に対し、ディレーティングを考慮し、25 V 以上を選定します。 

C2 の電解コンデンサは、静電容量とインピーダンスと定格リップル電流を考慮する必要があります。 

出⼒リップル電圧は、インダクタ電流のリップル分:ΔIL が出⼒コンデンサに流⼊して、静電容量:Cout、インピーダンス:ESR により発⽣した合
成波形で、次式で表されます。 

 

∆�X*��N[ = ∆�K × \ 1
8 × �^VL × _̀a

b + cde 

 

インダクタ電流のリップル電流:IL は、 

 

∆�K = 2 × f�� − ���	�%&'�g = 2 × �0.393 − 0.200� = 0.386    [A] 
 

今回は、静電容量 : 220 µF, ESR : 0.075 Ω品を使用し、出⼒リップル電圧の設計値を 100 mV 以下としています。 

 

∆�X*��N[ = ∆�K × hi �
j×�k./×4lmn + cdeo = 0.386 × hi �

j×

pq×�pprn + 0.075o = 31.1    [mV] 

 

次に、コンデンサのリップル電流が、定格リップル電流を満たすか確認します。 

インダクタリップル電流 RMS 換算すると、 

 

�KsX%Yt = ∆�K × U�
Z = 0.223    [A] 

 

コンデンサのリップル電流は、 

 

��sX%Yt = U�K
 − ���	
 = √0.223
 − 0.200
 = 0.099    [A] 
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出⼒コンデンサ：C2, C4 – 続き 
 

定格電流 0.099 A 以上を選定します。 

出⼒コンデンサ C2 は、220 µF / 25 V で定格リップル電流 0.75 A を使用しました。 

C4 は、スイッチングノイズの削減のために、0.1 µF のセラミックコンデンサを追加しています。 

 

5 抵抗の選定 

5.1 ブリーダ抵抗：R1 

出⼒電圧に間接的にフィードバックしているため、軽負荷時は、出⼒電圧が上昇します。その改善のためにブリーダ抵抗を使用していま
す。抵抗値を⼩さくすると、軽負荷の上昇は改善されますが、電⼒損失は⼤きくなります。10 kΩ / 0.1 W を使用しています。 
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測定データ 

ロードレギュレーション 

Figure 9. Load Regulation (IOUT vs VOUT)   Figure 10. Load Regulation (IOUT vs Efficiency) 
 

Table 2. Load Regulation (VIN=100 Vac)   Table 3. Load Regulation (VIN=230 Vac) 

IOUT VOUT Efficiency  IOUT VOUT Efficiency 

50 mA 12.779 V 78.40 %  50 mA 12.807 V 70.99 % 

100 mA 12.713 V 81.70 %  100 mA 12.705 V 76.44 % 

150 mA 12.681 V 82.52 %  150 mA 12.669 V 79.12 % 

200 mA 12.659 V 81.59 %  200 mA 12.647 V 76.86 % 

 

 
Figure 11. Load Regulation (IOUT vs PLOSS)   Figure 12. Load Regulation (IOUT vs PLOSS) 
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測定データ – 続き 

 
Table 4. Load Regulation : VIN=100 Vac           Table 5. Load Regulation: VIN=230 Vac 

    
 
  

VIN

[Vac]
PIN

[W]
VOUT

[V]
IOUT

[A]
POUT

[W]
PLOSS

[W]
Efficiency

[%]

100 0.032 13.242 0.0 0.000 0.032 0.00
100 0.050 13.137 1.0 0.013 0.037 26.27
100 0.068 13.084 2.0 0.026 0.042 38.48
100 0.120 13.006 5.0 0.065 0.055 54.19
100 0.159 12.976 7.0 0.091 0.068 57.13
100 0.212 12.947 10.0 0.129 0.083 61.07
100 0.371 12.892 20.0 0.258 0.113 69.50
100 0.519 12.840 30.0 0.385 0.134 74.22
100 0.630 12.813 37.5 0.480 0.150 76.27
100 0.815 12.779 50.0 0.639 0.176 78.40
100 1.185 12.738 75.0 0.955 0.230 80.62
100 1.556 12.713 100.0 1.271 0.285 81.70
100 1.734 12.704 112.5 1.429 0.305 82.42
100 1.854 12.699 120.0 1.524 0.330 82.19
100 2.305 12.681 150.0 1.902 0.403 82.52
100 2.705 12.670 175.0 2.217 0.488 81.97
100 3.103 12.659 200.0 2.532 0.571 81.59
100 3.425 12.651 220.0 2.783 0.642 81.26
100 3.912 12.640 250.0 3.160 0.752 80.78
100 4.330 12.631 275.0 3.474 0.856 80.22
100 4.460 12.590 283.0 3.563 0.897 79.89
100 0.050 0.000 284.0 0.000 0.050 0.00

VIN

[Vac]
PIN

[W]
VOUT

[V]
IOUT

[A]
POUT

[W]
PLOSS

[W]
Efficiency

[%]

230 0.033 13.641 0.0 0.000 0.033 0.00
230 0.049 13.366 1.0 0.013 0.036 27.28
230 0.066 13.233 2.0 0.026 0.040 40.10
230 0.118 13.057 5.0 0.065 0.053 55.33
230 0.153 13.002 7.0 0.091 0.062 59.49
230 0.205 12.953 10.0 0.130 0.075 63.19
230 0.378 12.879 20.0 0.258 0.120 68.14
230 0.568 12.841 30.0 0.385 0.183 67.82
230 0.691 12.825 37.5 0.481 0.210 69.60
230 0.902 12.807 50.0 0.640 0.262 70.99
230 1.291 12.740 75.0 0.956 0.336 74.01
230 1.662 12.705 100.0 1.271 0.392 76.44
230 1.847 12.695 112.5 1.428 0.419 77.32
230 1.956 12.690 120.0 1.523 0.433 77.85
230 2.402 12.669 150.0 1.900 0.502 79.12
230 2.840 12.657 175.0 2.215 0.625 77.99
230 3.291 12.647 200.0 2.529 0.762 76.86
230 4.190 12.627 250.0 3.157 1.033 75.34
230 4.662 12.618 275.0 3.470 1.192 74.43
230 5.138 12.608 300.0 3.782 1.356 73.62
230 5.618 12.588 325.0 4.091 1.527 72.82
230 5.721 12.565 328.0 4.121 1.600 72.04
230 0.130 0.000 329.0 0.000 0.130 0.00



 

12/16 

© 2018 ROHM Co., Ltd. No. 60UG071J Rev.003 

2018.03

User’s Guide  BM2P139TF-EVK-001 

測定データ – 続き 

 
ラインレギュレーション 

 
Figure 13. Line Regulation (VIN vs VOUT)   Figure 14. Line Regulation (VIN vs Efficiency) 

 
スイッチング周波数      コイルピーク電流 

 
Figure 15. Switching Frequency (IOUT vs fSW)   Figure 16. Coil Peak Current (IOUT vs IP) 
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測定データ – 続き 

 
出⼒電圧リップル波形 

   

Figure 17. VIN = 115 Vac, IOUT = 10 mA      Figure 18. VIN = 230 Vac, IOUT = 10 mA 

 

   

Figure 19. VIN = 115 Vac, IOUT = 0.15 A      Figure 20. VIN = 230 Vac, IOUT = 0.15 A 

 

   

Figure 21. VIN = 115 Vac, IOUT = 0.20 A      Figure 22. VIN = 230 Vac, IOUT = 0.20 A 

VOUT VOUT 

VOUT VOUT 

VOUT VOUT 

Ripple Voltage: 29 mVpp 

Ripple Voltage: 26 mVpp Ripple Voltage: 34 mVpp 

Ripple Voltage: 34 mVpp 

Ripple Voltage: 18 mVpp Ripple Voltage: 20 mVpp 
Vo: 20mV/div 

Vo: 20mV/div 

Vo: 20mV/div 

VOUT 
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測定データ – 続き 

 
部品表⾯温度 

 

    Table 6. 部品表⾯温度 ※Ta = 25 °C, 30 分放置後測定 

Part 
Condition  

VIN=90 Vac, 
IOUT=0.15 A  

VIN=90 Vac, 
IOUT=0.20 A 

VIN=264 Vac, 
IOUT=0.15 A 

VIN=264 Vac, 
IOUT=0.20 A 

IC1 48.9 °C 59.1 °C 64.6 °C 89.5 °C 

D1 51.8 °C 57.0 °C 58.4 °C 69.4 °C 
L1 49.4 °C 51.4 °C 61.4 °C 71.5 °C 
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回路図 
VIN = 90 ~ 264 Vac, VOUT = 13 V 

Figure 23. BM2P139TF-EVK-001 回路図 
 

部品表 

Table 7. BM2P139TF-EVK-001 の部品表 

 

  

VCC
1

N.C

N.C.

DRAIN

N.C.

GND_IC

N.C.

N.C.

2

3

4

8

7

6

5

GND

VOUT

IC1
BM2P139TF

L

N

DB1

R1
10K

MCR10

L1
330μH
0.65A

C1
4.7μF
400V

C2
220μF
25V

F1
1.0A/AC250V

D2
0.2A/600V

RRE02VSM6S

D1
FRD 0.8A/600V

RFN1LAM6S

C3
1μF
25V

C4
0.1μF
100V

CN1_1

CN1_2

AC90-264V
13V/0.2A

Part
Reference Qty. Type Value Description Part Number Manufacture Configuration

mm (inch)
C1 1 Electrolytic 4.7 μF 400 V, ±20% 860 021 374 008 Wurth -
C2 1 Electrolytic 220 μF 25 V, ±20% 860 080 474 010 Wurth -
C3 1 Ceramic 1 μF 25 V, X7R, ±20% TMK107B7105MA-T Taiyo Yuden 1608 (0603)
C4 1 Ceramic 0.1 μF 100 V, X7R, ±20% HMK107B7104MA-T Taiyo Yuden 1608 (0603)
CN1 1 Connector - 2pin B2P-VH JST -
D1 1 FRD 0.8 A 600 V RFN1LAM6S ROHM PMDS
D2 1 Diode 0.2 A 600 V RRE02VSM6S ROHM TUMD2SM
DB1 1 Bridge 1 A 800 V D1UBA80-7062 Shindengen SOPA-4
F1 1 Fuse 1 A 250 V 39211000000 Littelfuse -
IC1 1 AC/DC Converter - - BM2P139TF ROHM SOP8
L1 1 Coil 330 μH 0.65 A 744 731 331 Wurth -
R1 1 Resistor 10k Ω 0.1 W, ±5% MCR10EZPJ103 ROHM 2012 (0805)
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レイアウト  

Size: 18 mm x 40 mm 

 

Figure 24. TOP シルクスクリーン (Top view) 

 

 

Figure 25. Bottom レイアウト (Top View) 
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Notice

ご 注 意

本資料の記載内容は改良などのため予告なく変更することがあります。

本資料に記載されている内容は製品のご紹介資料です。ご使用に際しては、別途最新の仕様書を必ず
ご請求のうえ、ご確認ください。

ロームは常に品質・信頼性の向上に取り組んでおりますが、半導体製品は種々の要因で故障・誤作動する
可能性があります。
万が一、本製品が故障・誤作動した場合であっても、その影響により人身事故、火災損害等が起こらない
ようご使用機器でのディレーティング、冗長設計、延焼防止、バックアップ、フェイルセーフ等の安全確保
をお願いします。定格を超えたご使用や使用上の注意書が守られていない場合、いかなる責任もローム
は負うものではありません。

本資料に記載されております応用回路例やその定数などの情報につきましては、本製品の標準的な動作
や使い方を説明するものです。
したがいまして、量産設計をされる場合には、外部諸条件を考慮していただきますようお願いいたします。

本資料に記載されております技術情報は、製品の代表的動作および応用回路例などを示したものであり、
ロームまたは他社の知的財産権その他のあらゆる権利について明示的にも黙示的にも、その実施また
は利用を許諾するものではありません。上記技術情報の使用に起因して紛争が発生した場合、ロームは
その責任を負うものではありません。

本資料に掲載されております製品は、耐放射線設計はなされておりません。

本製品を下記のような特に高い信頼性が要求される機器等に使用される際には、ロームへ必ずご連絡
の上、承諾を得てください。
・輸送機器（車載、船舶、鉄道など）、幹線用通信機器、交通信号機器、防災・防犯装置、安全確保のため
  の装置、医療機器、サーバー、太陽電池、送電システム

本製品を極めて高い信頼性を要求される下記のような機器等には、使用しないでください。
・航空宇宙機器、原子力制御機器、海底中継機器

本資料の記載に従わないために生じたいかなる事故、損害もロームはその責任を負うものではありません。

本資料に記載されております情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、万が一、当該情報の
誤り・誤植に起因する損害がお客様に生じた場合においても、ロームはその責任を負うものではありま
せん。

本製品のご使用に際しては、RoHS 指令など適用される環境関連法令を遵守の上ご使用ください。
お客様がかかる法令を順守しないことにより生じた損害に関して、ロームは一切の責任を負いません。
本製品の RoHS 適合性などの詳細につきましては、セールス･オフィスまでお問合せください。

本製品および本資料に記載の技術を輸出又は国外へ提供する際には、「外国為替及び外国貿易法」、
「米国輸出管理規則」など適用される輸出関連法令を遵守し、それらの定めにしたがって必要な手続を
行ってください。

本資料の一部または全部をロームの許可なく、転載・複写することを堅くお断りします。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

ローム製品のご検討ありがとうございます。 
より詳しい資料やカタログなどご用意しておりますので、お問合せください。

ROHM  Customer Support System
http://www.rohm.co.jp/contact/

R1102B
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